




















Extraction the Problems of Professional Education Program on Junior College



























































　調査は、本学住居学科第 1回生（1986年 3月卒業）から第 19回生（2005年 3月卒業）
を対象とした。調査票は配布、回収とも郵送で行った。調査期間は 2005年 10月 7日か
ら 2005年 10月 31日である。配布数 1086名、回収数 196名、回収率 18.0％である。
2　調査回答者の概要
　調査回答者の基本的な属性を表 1に示す。卒業生の年齢は調査回答者は 30代前半が最






半が 1名（3.4％）、20代後半が 22名（40％）、30代前半が 39名（57.4％）、30代後半
が 25名（64.1％）、40代前半が 4名（100％）である。また子供の有無をみると、20代
























































































































































































































































































































2）第 1回生（1966年生まれ）が 2005年に 40歳になるため、20代から 40代初頭にか
けての分布となる。
3）現在の 30代前半、20代後半が在学していた時期は、生活学科から住居学科への改組
時期にあたり、学科における教育の方向性が転換した時期でもある。
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短期大学における専門教育プログラムの課題抽出
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